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去る１⽉２７⽇、法務省で都道府県再犯防⽌等推進会
議が開催されました。第３回⽬となる今回は、緊急事態
宣⾔下ということもあり、初のオンライン開催となりま
したが、⼤きなトラブルもなく、多数の地⽅公共団体の
皆様にご参加をいただきました。
法務省、厚⽣労働省、そして内閣府からの⾏政説明が

中⼼となりましたが、厚⽣労働省からは、地域⽣活定着
⽀援センターにおける事業の現状と、来年度から刑事司
法⼿続きの⼊⼝段階にある被疑者・被告等に対する⽀援、
いわゆる⼊⼝⽀援が開始されることの説明があり、内閣
府からは成果連動型⺠間委託契約⽅式（ＰＦＳ）の説明
がありました。
そして法務省からは、地⽅公共団体の皆様に実施いた

だいた、地域再犯防⽌推進モデル事業の成果を踏まえ、
令和３年度以降、地⽅において再犯防⽌の取組を展開・
推進するためにどのような取組を実施していくのか、そ
の概要が説明されました（右図）。
具体的には、モデル事業の成果を横展開するための全

国会議の実施（令和３年５⽉〜６⽉）と、それを踏まえ
たブロック別協議会の実施（令和３年８⽉〜）、さらに

は、ブロックごとに、都道府県と市区町村の連携による
取組を試⾏する地域を選定し、法務省と試⾏地域との協
働により、再犯防⽌の取組を更に発展させるための⽅法
や課題を協議するための地域連携協議会を実施（令和３
年１０⽉〜）するという３段構えのモデルが⽰されまし
た。本取組については、今後法務省から改めて地⽅公共
団体の皆様にご案内等がなされるものと思いますので、
引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

１⽉２７⽇（⽔）都道府県再犯防⽌等推進会議も開催！

再犯防⽌シンポジウムと呼ばれるイベントをご存じで
しょうか？
2015年から、法務省が犯罪をした者等の再犯の防⽌等

についての関⼼と理解を深めるために毎年実施している
イベントです。その第６回⽬となる今回は、YouTubeラ
イブによる初のオンライン開催となりました。
「国と地⽅が連携した再犯防⽌・更⽣⽀援の取組」を

テーマに、奈良県、愛知県、宮城県の各県で⾏われてい
る再犯防⽌の取組をＶＴＲで紹介しながら、フリーアナ
ウンサーの⼭本舞⾐⼦さんの司会進⾏のもと、モデルや
タレントとして活躍されているトラウデン直美さん、三
重県伊勢市⻑の鈴⽊健⼀さん、協⼒雇⽤主の野⼝義弘さ
んによるクロストークが⾏われ、地域における⽴ち直り
⽀援が今、どのように⾏われているのか、⼀般の⽅にも

わかりやすく紹介されました。
本イベントの様⼦などは、YouTube法務省チャンネル

（以下のＱＲコードからアクセスできます）で配信中で
すので、当⽇⾒逃された⽅も是⾮御覧ください。

１⽉２３⽇（⼟）再犯防⽌シンポジウムが開催！
YouTubeライブで 再犯防止を考えた

オンラインで 再犯防止の最新知見が見えた

配信後の様⼦＠法務省

↑ YouTube
法務省チャンネル
はコチラ
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地方銀行で2９年
間勤務した後、一念
発起してキャリアコ
ンサルタントの道へ。
平成18年、三重刑
務所にて就労支援
スタッフとして勤務
を開始。平成31年
からはコレワークで
事業主のサポートに
当たる。

コレワーク関東 就労支援スタッフ 中谷さん

「⼤丈夫、ここからが始まりなんだから」
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俵万智さんに我が⼦命名の短歌がある。「とりかえしのつかないこ
との第⼀歩 名付ければその名になるおまえ」。下句にあるように、
名前のもとに⽇々の⽣活が幾層にも積り、名前はその⼈となる。名前
と同じように、⾃分史を形づくり、社会での⽴ち位置を語るのが仕事
である。仕事には経済性、社会性、個⼈性の側⾯があり「職業の三要
素」と呼ばれる。三要素の基盤は⾃⼰であり、「職業は⾃⼰を成す」。
矯正施設出所者の求職の壁は厚い。職が⾒つからない。投げやりに

なる。犯罪に向かってしまう。この連鎖を断つ取組が平成１８年度か
ら始まった。法務省と厚労省の連携を軸とした出所者の就労を確保す
る「刑務所出所者等総合的就労⽀援対策」である。平成２６年には
「受刑者等専⽤求⼈」が始まった。雇⽤主が雇⽤したい施設を指定し
た上で、ハローワークに求⼈票を出せるようになった。さらに平成２
８年にコレワークができ、受刑者らの情報をデータベース上で集約し、
求⼈情報に合う者がいる施設名を提供できるようになった。
芥川⿓之介の「羅⽣⾨」は、暇を出されて無職になり、途⽅に暮れ

ている下⼈から始まる。⾼校の国語では、⼈間観を深めるために扱わ
れる。羅⽣⾨にいた⽼婆を触媒に、下⼈は悪を肯定する⼼を湧き⽴た
せる。⽼婆の⾐類を剥ぎ取り、急ぎ去る。⽣活に窮して倫理感がゆが
み、犯罪に⾛ったと読むのがオーソドックスなところ。ある⾼校での
授業後、⽣徒の⼀⼈が別の読み⽅を教師に提起したという話がある。
「下⼈を追い詰めたのは飢えではなく、孤独だったのではないか」と。
物語は、「下⼈の⾏⽅は、誰も知らない」という余韻を与える⼀⽂

で終わる。これに倣えば、「下⼈の⼼の⾏⽅は、誰もが⾏き当たる」
と⾔えるだろうか。名前による⾃⼰の顕現と名前のないままの孤独な
隠伏。短い表現に託された意味は深い。
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コレワークで事業主の相談に乗る中⾕さん

地域の皆様×矯正施設の取組を
パンフレットでご紹介
矯正施設が地域の皆様と⼀緒に取り組ん

でいることを紹介するパンフレットができ
ました！それも２冊！
１冊は少年院を中⼼に

紹介する内容で、関係者
の間で静かな話題となっ
ている「泉南学寮グリー
ンサポーター」の取組を
始め、全国の少年院で⾏
われている社会貢献の取
組が写真たっぷりで紹介
されています。

もう１冊は矯正
施設と地⽅⾃治体
の皆様との連携を
中⼼に紹介してい
ます。
「矯正施設って

こんなこともやっ
てるんだ」と、こ
れまでのイメージ
を覆す内容が盛り
だくさんです。

法務省ホームページからご覧いた
だけますので、ぜひご⼀読くださ
い！アドレスはこちら↓
http://www.moj.go.jp/hisho/kouhou
/hisho06_00036.html


